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「
お
う
ち
と
し
て
の
狛
プ
ー
」
と
社
会
参
画
能
力
獲
得
支
援
の
関
係 

 
～
青
少
年
の
社
会
化
支
援
研
究
の
視
点
か
ら
～ 
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一 

青
少
年
の
社
会
化
支
援
と
狛
プ
ー 

  

私
は
平
成
一
七
・
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
）

「
現
代
青
少
年
に
関
わ
る
諸
問
題
と
そ
の
支
援
理
念
の
変
遷
～
社
会

化
を
め
ぐ
る
青
少
年
問
題
文
献
分
析
」
の
研
究
代
表
者
と
し
て
研
究

を
進
め
て
い
る
。
本
研
究
の
「
目
的
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

 

現
代
青
少
年
に
関
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
青
少
年
教
育
を

は
じ
め
と
す
る
多
様
な
分
野
で
対
応
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
そ
こ

で
の
実
践
や
研
究
に
お
い
て
は
、「
個
性
尊
重
」
に
よ
る
個
人
と

し
て
の
充
実
の
た
め
の
支
援
と
と
も
に
、
望
ま
し
い
社
会
化
を
支

援
す
る
た
め
の
理
念
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。 

 

し
か
し
、
そ
れ
は
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
、
不
十
分
な
結
果
に

終
わ
っ
て
い
た
と
考
え
る
。
第
一
に
、「
一
人
で
も
（
よ
り
よ
く
）

生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
を
望
む
「
個
人
化
」
欲
求
を
社

会
化
と
は
二
項
対
立
的
に
と
ら
え
た
た
め
、
社
会
化
を
「
個
人
化
」

と
調
和
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
に
、「
仲

間
と
（
よ
り
よ
く
）
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
こ
と
を
望
む
萌

芽
的
な
「
社
会
化
欲
求
」
に
対
し
て
、
魅
力
的
な
方
策
を
示
し
、

さ
ら
に
は
社
会
参
画
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
す
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。 

  

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
「
青
少
年
問

題
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
及
び
現
状
の
分
析
に
よ
っ
て
支
援
理

念
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
青
少
年
の
社
会
化
に
関
す
る
支
援
理
念

の
構
築
に
貢
献
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

本
研
究
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
は
、「
目
的
」
で
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
①
個
人
化
と
社
会
化
の
統
合
的
支
援
、
②
展
望
の
も

て
る
交
友
関
係
の
提
示
、
の
二
点
で
あ
る
。 

 

②
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
こ
う
。
一
九
九
〇
年
代
に
若
者
は
、

「
仲
間
以
外
は
み
な
風
景
」
、
す
な
わ
ち
、
「
仲
間
さ
え
大
切
に
し
て

い
れ
ば
、
外
の
世
界
は
ど
う
で
も
い
い
」（
宮
台
真
司
『
世
紀
末
の
作

法
』
リ
ク
ル
ー
ト
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
社
、
一
九
九
七
年
）
と
分
析
さ
れ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
、「
そ
れ
で
は
、
そ
の
仲
間
の
中
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
」
と
考
え
、
神
戸
、
杉
並
の
若
者
そ
れ
ぞ
れ
千
人
の
調
査
を

行
っ
た
。
そ
こ
で
導
き
出
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、「
み
ん
な
ぼ
っ
ち
」

で
あ
る
（
富
田
英
典
他
編
『
み
ん
な
ぼ
っ
ち
の
世
界
』
恒
星
社
厚
生

閣
、
一
九
九
九
年
）。 

 

私
は
本
書
で
、
若
者
の
交
友
関
係
改
善
の
展
望
と
し
て
、
ピ
ア
（
同

質
集
団
）
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
シ
フ
ト
ア
ッ
プ
を
提
唱
し
た
。

「
島
宇
宙
化
」（
宮
台
）
し
て
閉
鎖
さ
れ
た
小
さ
な
仲
間
の
中
で
、「
み

ん
な
、
み
ん
な
」
と
言
っ
て
ま
す
ま
す
同
質
化
し
て
い
き
な
が
ら
、

そ
れ
ゆ
え
、
じ
つ
は
孤
立
し
て
い
く
。
若
者
が
社
会
化
以
前
に
立
ち

す
く
ん
で
い
る
現
在
の
状
況
の
根
源
と
し
て
、
彼
ら
の
交
友
関
係
が

「
み
ん
な
ぼ
っ
ち
」
の
孤
独
な
状
態
に
あ
る
と
考
え
る
。
本
書
で
は
、
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同
一
化
せ
ず
と
も
「
異
な
る
他
者
」
を
受
容
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

へ
の
転
換
の
方
向
を
示
し
た
の
だ
が
、
先
述
の
研
究
に
お
い
て
は
、

よ
り
詳
細
に
検
討
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。 

 

そ
の
点
で
、
今
で
も
た
び
た
び
思
い
出
す
の
が
狛
プ
ー
の
運
営
方

針
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、「
一
年
に
一
回
来
れ
ば
メ
ン
バ
ー
だ
」、「
あ

る
が
ま
ま
の
自
分
が
両
手
を
広
げ
て
歓
迎
さ
れ
る
」
と
い
う
「
サ
ン

マ
」（
時
間
・
空
間
・
仲
間
の
三
つ
の
間
、
今
で
い
う
「
居
場
所
づ
く

り
」）
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。 

 

以
上
の
面
か
ら
、
青
少
年
の
社
会
化
に
対
す
る
効
果
的
支
援
の
た

め
の
現
在
の
課
題
に
と
っ
て
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
狛
プ
ー
の
示
唆

す
る
も
の
は
大
き
い
と
い
え
る
。 

 

二 

青
少
年
の
社
会
参
画
と
狛
プ
ー 

  

青
少
年
育
成
推
進
本
部
「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」（
二
〇
〇
三
年

一
二
月
）
は
、「
重
点
課
題
」
の
一
番
目
に
「
社
会
的
自
立
の
支
援
」

を
挙
げ
、「
青
少
年
が
就
業
し
、
親
の
保
護
か
ら
離
れ
、
公
共
へ
参
画

．
．
．
．
．

し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
も
の
と
す
る
」（
傍
点
引
用
者
）
と
し
た
。 

 

そ
し
て
、「
年
齢
期
ご
と
の
施
策
の
基
本
的
方
向
」
に
お
い
て
、
青

年
期
の
「
公
共
へ
の
参
画
の
促
進
」
の
一
環
と
し
て
、「
政
策
形
成
過

程
へ
の
参
画
促
進
」
や
「
社
会
貢
献
活
動
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

前
者
で
は
、「
各
種
審
議
会
や
懇
談
会
等
に
お
け
る
委
員
の
公
募
制
の

活
用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
意
見
の
公
募
、
意
見
聴
取

の
対
象
と
し
て
の
青
少
年
の
積
極
的
な
登
用
等
に
よ
り
、
青
少
年
の

政
策
形
成
過
程
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
。
特
に
、
青
少
年
育
成
施
策

や
世
代
間
合
意
が
不
可
欠
で
あ
る
分
野
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
青
少

年
の
意
見
も
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
各
種
審
議
会
、
懇
談
会
等

の
委
員
構
成
に
つ
い
て
配
慮
す
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

過
去
に
は
、
高
校
生
の
政
治
活
動
が
、「
今
は
勉
学
に
励
む
べ
き
時

期
」
な
ど
の
理
由
か
ら
禁
止
さ
れ
た
時
代
も
あ
っ
た
が
、
今
で
は
そ

ん
な
心
配
を
す
る
必
要
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ほ
ど
、
青
年
の
社
会
参
画

意
欲
が
全
体
的
に
は
減
っ
て
き
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。 

 

こ
の
点
で
も
、
狛
プ
ー
の
先
進
性
は
注
目
に
値
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、

か
つ
て
狛
プ
ー
に
「
所
属
」
し
た
多
く
の
青
年
が
、
海
外
青
年
協
力

隊
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
、
阪
神
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
離
島

へ
の
職
場
異
動
な
ど
、
狛
プ
ー
と
い
う
「
群
れ
」
か
ら
離
れ
て
「
一

匹
で
社
会
に
飛
び
出
す
」
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
の
け
た
と
い
う
実

績
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
こ
で
一
つ
、
狛
プ
ー
に
と
っ
て
は
深
刻
な
問
題
が
生

ず
る
。
青
少
年
の
望
ま
し
い
社
会
化
を
望
む
社
会
の
側
は
、
こ
れ
だ

け
の
青
年
た
ち
が
（
珍
し
く
も
自
由
意
思
で
）
集
ま
っ
て
い
る
の
な

ら
、
狛
プ
ー
が
全
体
と
し
て
「
社
会
参
画
活
動
」
や
「
社
会
貢
献
活

動
」
を
行
っ
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
は
狛
プ
ー
を
経
済
面
、
人
的
面
等
で
支
え
て
い
る
社
会
の
側
（
こ

こ
で
は
、
狛
江
市
社
会
教
育
行
政
、
狛
江
市
民
等
）
に
と
っ
て
は
、

先
に
挙
げ
た
「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」
の
趣
旨
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
青
年
に
対
す
る
当
然
の
期
待
と
も
い
え
る
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
私
が
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
の
は
、
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
し
て
、
狛
プ
ー
全
体
と
し
て
の
協
力
の
要
請
が
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あ
り
、
そ
の
対
応
に
対
す
る
狛
プ
ー
参
加
者
の
意
見
が
割
れ
て
も
め

た
と
き
の
、
あ
る
狛
プ
ー
参
加
者
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
狛
プ

ー
は
い
つ
ま
で
も
『
お
う
ち
』
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
で

あ
っ
た
。
狛
プ
ー
の
外
で
は
、
各
人
が
社
会
に
参
加
し
た
と
し
て
も
、

狛
プ
ー
と
い
う
「
お
う
ち
」
自
体
が
社
会
に
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
て

は
、
各
人
が
帰
る
と
こ
ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
訴
え
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
他
の
参
加
者
も
、
実
際
に
外
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
人
を
含
め
て
多
く
の
人
が
、
狛
プ
ー
と
し
て
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
反
対
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。 

 

狛
プ
ー
は
、
社
会
的
に
は
無
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
の

参
加
者
に
と
っ
て
は
「
癒
し
の
サ
ン
マ
」（
西
村
美
東
士
『
癒
し
の
生

涯
学
習
』
学
文
社
、
一
九
九
七
年
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

正
直
に
言
え
ば
、
私
自
身
は
、
そ
こ
で
も
め
た
と
き
、
内
心
、「
狛

プ
ー
の
存
続
の
た
め
に
は
、
彼
ら
も
『
ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
て
』
、

こ
の
要
請
に
形
だ
け
で
も
つ
き
あ
っ
て
く
れ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
」
と
思
っ
て
い
た
。
た
し
か
に
，
そ
う
い
う
対
処
を
す
る
青
年
が

い
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
当
時
の
狛
プ
ー
参
加

者
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
の
が
事
実
で
あ
る
。 

 

少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
、「
青
少
年
の
社
会
参
画
の
促
進
」
は
今

や
国
家
的
課
題
と
さ
え
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
多
く
の
青
少
年
は
、
そ
れ
以
前
に
「
仲
間
以
外
は
み
な
風
景
」

で
あ
り
、
そ
の
帰
結
と
し
て
「
み
ん
な
ぼ
っ
ち
」
の
交
友
関
係
の
前

に
立
ち
す
く
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
そ
の
点
で
は
、
た
し
か
に
、
狛

プ
ー
は
、
「
現
実
的
に
は
」
、
青
少
年
の
社
会
参
画
の
た
め
の
効
果
的

支
援
方
策
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、「
理
念
的
」
に
は
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。
私
は
、
狛
プ
ー

は
そ
の
理
念
を
あ
ら
た
め
て
検
討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
本
稿
を
書
い
て
い
る
。 

 

狛
プ
ー
は
「
た
と
え
学
業
や
職
業
に
つ
い
て
い
た
と
し
て
も
、『
フ

ー
テ
ン
の
寅
さ
ん
』
の
よ
う
な
自
由
な
プ
ー
タ
ロ
ー
の
心
は
な
く
し

た
く
な
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
も
と
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
根
底

に
は
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
寅
さ
ん
の
よ
う
に
隣
人
や
他
者
を
も
愛

そ
う
と
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
他

者
に
冷
淡
、
無
関
心
な
個
人
主
義
や
利
己
主
義
に
な
じ
め
な
い
、
あ

る
い
は
飽
き
た
ら
な
い
青
年
た
ち
が
、
こ
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
、

意
識
、
無
意
識
の
う
ち
に
共
感
し
、
集
ま
っ
て
き
た
の
だ
と
考
え
る
。

私
は
、
過
去
に
、
こ
れ
を
「
い
い
男
、
い
い
女
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が

あ
る
（
前
掲
『
癒
し
の
生
涯
学
習
』）。 

 

一
方
、
社
会
参
画
を
し
よ
う
と
す
る
人
は
、
社
会
と
の
関
わ
り
を

職
業
人
と
し
て
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
や
社
会
の

一
員
と
し
て
も
、
自
由
時
間
を
使
っ
て
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
、
よ

り
よ
い
社
会
や
共
同
体
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
社
会
参
画
の
意
欲
の
源
に
は
、
狛
プ
ー
の
「
自
由

な
プ
ー
タ
ロ
ー
の
心
」
と
同
様
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
流
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
以
上
の
考
察
だ
け
で
は
、
狛
プ
ー
の
新
し
い
理
念
と
し

て
の
「
社
会
参
画
」
が
説
明
し
切
れ
た
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。 

 
な
ぜ
な
ら
、「
お
う
ち
」
と
い
う
狛
プ
ー
の
「
現
実
」
が
、
ど
の
よ

う
に
狛
プ
ー
の
「
社
会
参
画
理
念
」
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
か
、
そ

の
構
造
が
十
分
に
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。 
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CUDBAS必要能力構造図

仕事 能力-1 能力-2 能力-3 能力-4 能力-5

１ １－１Ａ １－２Ａ １－３Ａ １－４Ａ １－５Ａ
誰かに悩みを相談する
ことができる

子どもでも大人に自分
の意見が発言できる

町の住民同士として知
り合うことができる

自分の立場を知ってい
る

間違ったことをしたら
素直に謝ることができ
る

１－６Ｂ １－７Ｂ １－８Ｂ １－９Ｂ １－１０Ｃ
近所の子どもや大人た
ちと交流をすることが
できる

それぞれが知りたいこ
と、わからないことを
教えあうことができる

気が合う友達を知って
いる

知らない人にも、きち
んと挨拶をすることが
できる

自分の好きなこと、嫌
いなことを知っている

２ ２－１Ａ ２－２Ａ ２－３Ａ ２－４Ａ ２－５Ａ
誰とでも同じように接
し、自分から人を支え
ることができる

困っている人に手を差
し伸べることができる

知っている子に1番上ら
しい行動をとることが
できる

人権を守ることができ
る

お互いを尊重して助け
合うことができる

２－６Ａ ２－７Ｂ ２－８Ｂ ２－９Ｂ ２－１０Ｃ
周りの人たちに常日頃
感謝の態度をとること
ができる

何(誰かのもの)に対し
ても大切に扱うことが
できる

困ったときに相談した
り助けてもらうことが
できる

老人や小さな子どもに
優しく接することがで
きる

人と協力することがで
きる

３ ３－１Ａ ３－２Ａ ３－３Ａ ３－４Ｂ
発見する 自分に良い影響を与え

てくれる人を見分ける
ことができる

人や動物、自然を大切
にすることができる

新しい何かを発見する
ことができる

町の楽しいところを
知っている

４ ４－１Ａ ４－２Ａ ４－３Ａ ４－４Ａ ４－５Ａ
夢や目標を持って生き
ていくことができる

政治に関心をもつ態度
がとれる

少子高齢化を考えるこ
とができる

町の悪いところを改善
しようとすることがで
きる

地域行事に積極的に参
加することができる

４－６Ａ ４－７Ｂ ４－８Ｂ ４－９Ｃ
積極的にボランティア
活動などに参加するこ
とができる

町の名所・特産物を
知っている

町の悪いところや良い
ところを知っている

町の危険な場所を知っ
ている

５ ５－１Ａ ５－２Ａ ５－３Ｂ
協調する 間違った行動を直しあ

う態度をとることがで
きる

集団行動ができる 公衆の場でマナーを守
る態度をとることがで
きる

知識 技能・態度 注3　能力の重要度＝

岩舟町の子どもたちによる「私たちがこのまちで楽しく生きていくために必要な能力」クドバス図

A：非常に重要で、詳細に知っているか、よくできる必要がある。B：普通であって、一般的に知っているか、普通にできればよい。C：あまり重要でなく、概略を知っているか、体験していればよい。

注1　列・行ともに重要度順である。　注2　能力の種別＝

コミュニケーションす
る

支えあう

町をよくする
 

CUDBAS必要能力構造図「現代青年が社会参画するために必要な能力」
仕事 能力-1 能力-2 能力-3 能力-4 能力-5

１ １－１Ａ １－２Ａ １－３Ａ １－４Ａ １－５Ｂ
自分と同じ問題で困っ
ている人を見つけるこ
とができる

今ある交友のワクを踏
み越えることができる

他者の多様な価値判断
に建設的に対応できる

同じ目的・考え・行動
をとれる仲間を見つけ
出すことができる

人は一人では生きられ
ないことを知っている

１－６Ｂ １－７Ｂ １－８Ｂ １－９Ｂ １－１０Ｂ
自分と他者との違いを
知っている

人に対してオープンで
寛容な態度がとれる

ハンディのある人をサ
ポートできる

他者と関与することで
学びが生まれることを
知っている

人に喜んでもらうこと
を、自分の喜びとして
感じることができる

１－１１Ｂ １－１２Ｂ
人と協力して物事にあ
たる態度がとれる

人の気持ちを配慮する
ことができる

２ ２－１Ａ ２－２Ａ ２－３Ａ ２－４Ｂ ２－５Ｂ　　
物事に対し批評や疑問
を投げかける態度がと
れる

感動する体験がすばら
しいことを知っている

冒険から逃げない態度
がとれる

社会や経済の仕組みを
知っている

突然の出来事にも冷静
に対応することができ
る

２－６Ｂ ２－７Ｂ ２－８Ｃ
未知のものごとに興味
を示す態度がとれる

社会的事象に興味・関
心をもつことができる

遊ぶことの楽しさを
知っている

３ ３－１Ａ ３－２Ａ ３－３Ａ　 ３－４Ｂ ３－５Ｂ　　
異なる年齢層の人と、
意志疎通を図ることが
できる

自分とは匂いの異なる
友達をつくろうとする
態度がとれる

大人たちのなかから自
分があこがれるモデル
を見つけることができ
る

状況を考慮して謙虚な
態度がとれる

近所の子どもに対して
兄、姉として行動でき
る

３－６Ｂ ３－７Ｂ ３－８Ｃ
年齢の異なる人と共同
作業を行うことができ
る

自分の意見と異なる活
動にも参加することが
できる

どんな人にも笑顔で気
持ちよくあいさつがで
きる

４ ４－１Ａ ４－２Ｂ ４－３Ｂ ４－４Ｂ

社会で自分を表現する

自分の能力を限定的に
とらえず、新しい可能
性を見つけ出すことが
できる

自分のできること、で
きないことを知ってい
る

自分らしさを発揮する
ことができる

自分の考えや思いを言
葉で表現することがで
きる

５ ５－１Ａ ５－２Ｂ ５－３Ｂ ５－４Ｂ ５－５Ｂ

自分と向かい合う
夢や希望をもって生き
ていく態度がとれる

自己の多様な面を見つ
めようとする態度がと
れる

新たな自分を発見する
ことの喜びを知ってい
る

自分のよさを見つける
ことができる

自分の「自分らしさ」
を知っている

６ ６－１Ａ ６－２Ｂ ６－３Ｂ ６－４Ｂ ６－５Ｂ

他者を理解する
人には痛みがあること
を知っている

友人や他者の意見を受
け入れようとする態度
がとれる

人と共感することがで
きる

人の話をじっくり聞く
ことができる

他者と言葉でコミュニ
ケーションすることが
できる

仲間づくりをする

ものごとと関わる

異世代・異文化と交流
する
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三 

社
会
参
画
能
力
獲
得
支
援
の
視
点
か
ら
狛
プ
ー
を
考
え
る 

  

私
は
、
現
在
、
ク
ド
バ
ス
と
い
う
職
業
能
力
開
発
に
お
け
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
技
法
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
の
技
法
に
よ
る
と
、
獲
得

す
べ
き
能
力
が
（
Ｋ
Ｊ
法
な
ど
と
比
較
し
て
）
短
時
間
で
構
造
的
に

把
握
さ
れ
、
明
示
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

本
稿
に
掲
げ
た
表
は
、
両
者
と
も
、
青
少
年
の
社
会
参
画
に
関
係

す
る
必
要
能
力
を
、
ク
ド
バ
ス
の
技
法
で
リ
ス
ト
に
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。
前
者
は
小
中
学
生
、
後
者
は
国
立
青
少
年
教
育
施
設
専
門

職
員
、
い
ず
れ
も
数
十
人
の
参
画
を
得
て
作
成
し
た
。 

 

ク
ド
バ
ス
の
概
要
を
、
そ
の
創
始
者
で
あ
る
森
和
夫
に
よ
る
数
点

の
文
献
か
ら
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

ク

ド

バ

ス

（C
U

D
B

A
S

＝C
U

rricu
lu

m
 

D
e
v
e
lo

p
m

e
n

t 

M
e
th

o
d

 B
a
se

d
 o

n
 A

b
ility

 S
tru

ctu
re

）
は
一
九
九
〇
年
に
開
発

さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
手
法
で
あ
る
。
一
九
八
九
年
、
労
働
省

を
中
心
に
、
森
ら
は
プ
ロ
ッ
ツ
（P
R

O
T

S

＝P
ro

g
re

ssiv
e
 T

ra
in

in
g
 

S
y
ste

m
 
fo

r 
In

stru
cte

r

）
と
い
う
指
導
技
術
訓
練
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
海
外
で
技
術
指
導
に
あ
た
る
指
導
者
た
ち

に
特
に
必
要
性
が
高
か
っ
た
指
導
技
術
訓
練
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
よ

う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ク
ド
バ
ス
は
そ
の
一
環
と
し
て
開
発
さ
れ

た
。 

 

進
め
方
と
し
て
は
次
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
参
考
文
献
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
使
っ
て
、
初
心
者
で
も
読
み
上
げ
な
が
ら

実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
（h

ttp
://g

in
o
u

k
e
n

.co
m

）。 

①
職
場
の
熟
練
者
に
つ
い
て
「
何
が
で
き
る
か
」
、
「
何
を
知
っ
て
い

る
か
」
、
「
ど
ん
な
態
度
が
取
れ
る
か
」
で
一
件
一
カ
ー
ド
に
書
き
出

す
。 

②
そ
れ
ら
の
カ
ー
ド
を
仕
事
の
単
位
で
ま
と
め
て
い
く
。 

③
水
準
の
順
序
で
並
べ
直
す
。 

④
カ
ー
ド
ご
と
の
水
準
を
書
き
入
れ
る
。 

⑤
能
力
資
質
リ
ス
ト
図
に
転
記
す
る
。 

 

作
業
は
、
そ
の
職
業
に
つ
い
て
知
る
人
五
～
六
人
程
度
で
行
う
。

各
方
面
か
ら
の
参
加
が
望
ま
し
い
。
そ
の
際
の
注
意
事
項
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。 

①
メ
ン
バ
ー
は
同
等
の
資
格
、
権
限
で
進
め
る
こ
と
。 

②
個
人
へ
の
批
判
や
攻
撃
は
し
な
い
こ
と
。 

③
互
い
に
協
同
し
て
良
い
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。 

④
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
に
発
想
を
出
す
こ
と
。 

 

能
力
カ
ー
ド
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、「
人
格
的
な
も
の
や
性
格
な
ど

は
除
く
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
人
と
の
重
複
は
気
に
し
な

い
で
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
書
く
。
所
要
時
間
は
一
枚
に
つ
き
一

分
程
度
で
、
一
人
二
十
枚
程
度
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

書
き
込
ま
れ
た
す
べ
て
の
カ
ー
ド
を
机
の
上
に
置
く
。
同
一
内
容

の
カ
ー
ド
は
重
ね
、
類
似
カ
ー
ド
は
近
く
に
置
く
。
重
ね
た
カ
ー
ド

は
内
容
を
点
検
し
、
最
も
内
容
を
代
表
す
る
カ
ー
ド
を
一
番
上
に
す

る
。
適
切
な
カ
ー
ド
が
な
け
れ
ば
、
新
た
に
書
き
足
す
。
確
認
し
て

ホ
チ
キ
ス
で
と
め
る
。
た
だ
し
、
少
し
で
も
違
っ
て
い
れ
ば
独
立
さ

せ
る
。 

 

次
に
、
こ
れ
ら
を
見
渡
し
て
仕
事
内
容
で
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
す
る
。

http://ginouken.com/
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仕
事
カ
ー
ド
の
語
尾
は
「
～
を
す
る
」
を
使
う
。
仕
事
カ
ー
ド
ご
と

に
能
力
カ
ー
ド
を
右
横
に
並
べ
る
。
並
ん
だ
能
力
カ
ー
ド
を
重
要
度

の
高
い
も
の
か
ら
順
に
右
へ
並
べ
直
す
。
重
要
度
の
ラ
ン
ク
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
を
決
め
て
記
入
す
る
。 

 

次
に
縦
の
配
列
を
行
な
う
。
カ
ー
ド
群
を
比
較
し
て
重
要
度
の
高

い
分
類
か
ら
順
に
下
へ
向
か
っ
て
並
べ
る
。「
必
要
能
力
・
資
質
リ
ス

ト
」
は
以
上
で
完
成
で
あ
る
。 

  

指
導
者
が
い
な
く
て
も
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
九
十
分
程
度
で
作

業
が
完
成
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
学
習
内
容
編
成

者
に
と
っ
て
の
実
用
性
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
学
習

者
に
と
っ
て
も
、「
学
習
者
参
画
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
」
や
「
学

習
者
自
身
の
学
習
目
標
設
定
へ
の
自
己
関
与
」
を
可
能
に
す
る
道
具

と
し
て
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
と
私
は
考
え
る
。 

 

そ
し
て
、
私
が
本
稿
で
と
く
に
強
調
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
青

少
年
の
社
会
参
画
の
効
果
的
な
促
進
に
関
し
て
で
あ
る
。 

 

社
会
参
画
よ
り
も
前
の
段
階
で
、
交
友
関
係
の
困
難
に
立
ち
す
く

ん
で
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
の
困
難
と
は
、
現
代
社
会
に

お
い
て
は
、
け
っ
し
て
突
飛
な
も
の
で
は
な
い
。「
自
分
ら
し
く
あ
り

た
い
が
、
仲
間
と
い
る
と
き
は
、
仲
間
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
同
化
圧
力
を
感
じ
る
」
、
「
か
ま
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、
ほ

っ
て
お
い
て
ほ
し
い
と
き
も
あ
る
」
、
「
親
密
で
あ
り
た
い
が
、
距
離

感
も
ほ
し
い
」
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
宿
命
的
な
困
難
性

は
実
際
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
の
状
況
に
お
い
て
、
狛
プ
ー
が
「
社
会
参
画
」
と
い
う
理
念
を

新
し
く
掲
げ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
参
加
者
に
共
感
さ
れ
る

も
の
に
は
な
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
先
に
掲
げ
た
表
を
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。 

 

第
一
に
、「
少
子
高
齢
化
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
は
、
な
ん
と

中
学
生
の
出
し
た
能
力
カ
ー
ド
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
例
外
」
は
別

と
し
て
、
他
の
ほ
と
ん
ど
の
能
力
カ
ー
ド
は
、
狛
プ
ー
参
加
者
一
人

一
人
に
と
っ
て
、「
こ
う
い
う
能
力
を
獲
得
し
た
い
」
と
本
心
か
ら
思

え
る
も
の
だ
と
考
え
る
。 

 

第
二
に
、
狛
プ
ー
が
「
自
由
な
プ
ー
タ
ロ
ー
の
心
」
に
よ
り
「
結

果
的
に
」
そ
の
獲
得
を
支
援
し
て
き
た
と
い
え
る
能
力
と
、
二
つ
の

表
に
示
さ
れ
て
い
る
、
社
会
参
画
の
た
め
に
「
理
想
的
に
」
必
要
だ

と
考
え
ら
れ
る
能
力
は
、
ほ
と
ん
ど
ぴ
っ
た
り
と
一
致
し
て
い
る
と

考
え
る
。 

 

つ
ま
り
、
狛
プ
ー
が
実
現
し
て
き
た
こ
と
は
、
た
ん
に
「
癒
し
の

サ
ン
マ
」
を
与
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
青
年
の
社

会
参
画
に
と
っ
て
必
要
な
能
力
の
獲
得
を
、
少
な
く
と
も
「
結
果
的
」

に
は
、
効
果
的
に
支
援
し
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
獲

得
さ
れ
た
能
力
と
は
、「
ち
ょ
っ
と
大
人
に
な
っ
て
、
社
会
的
要
請
に

お
つ
き
あ
い
す
る
」
と
い
う
い
わ
ば
「
世
渡
り
的
な
社
会
化
」
を
超

え
た
、
よ
り
主
体
的
な
「
社
会
参
画
」
や
「
社
会
化
の
自
己
管
理
」

に
向
け
た
能
力
で
あ
る
。 

 
だ
か
ら
こ
そ
、
先
述
の
よ
う
に
、
何
人
か
の
青
年
が
狛
プ
ー
と
い

う
「
群
れ
」
か
ら
離
れ
、
一
匹
で
社
会
に
飛
び
出
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
た
の
だ
と
考
え
る
。 
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四 

社
会
参
画
能
力
獲
得
目
標
の
明
示
と
目
的
化
（
討
論
） 

 
 
 

～
狛
プ
ー
へ
の
提
言
～ 

  

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
青
年
に
と
っ
て
の
本
質
的
な
「
社
会
参

画
」
と
は
、
一
人
一
人
が
狛
プ
ー
と
い
う
「
お
う
ち
」
あ
る
い
は
「
群

れ
」
か
ら
一
匹
で
飛
び
出
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
狛
プ
ー
と
し
て
何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
ろ
う

と
い
う
合
意
が
参
加
者
間
で
形
成
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
や
っ

て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
端
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
個
々

の
本
格
的
な
社
会
参
画
に
向
け
た
「
練
習
」
に
す
ぎ
な
い
。
今
の
「
お

う
ち
」
や
「
群
れ
」
か
ら
飛
び
出
し
て
、
新
し
い
「
お
う
ち
」
を
つ

く
っ
た
り
、「
群
れ
」
に
飛
び
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
こ
そ
、
本
質
的
な

「
巣
立
ち
」
す
な
わ
ち
自
立
と
い
え
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
「
巣
立
ち
」
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
に
は
個
人
差
が

あ
る
。
そ
の
個
人
差
を
認
め
る
狛
プ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
外
で
社

会
参
画
し
な
が
ら
、
と
き
ど
き
狛
プ
ー
と
い
う
巣
に
帰
っ
て
く
る
人

が
い
て
も
よ
い
が
、
じ
っ
く
り
巣
に
こ
も
っ
た
う
え
で
や
っ
と
「
社

会
参
画
」
に
飛
び
立
つ
人
が
い
て
も
よ
い
。
さ
ら
に
は
、
社
会
参
画

な
ど
す
る
気
は
な
い
と
い
う
人
さ
え
、
何
人
か
は
い
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
。 

 

特
定
の
テ
ー
マ
に
基
づ
く
社
会
参
画
の
た
め
の
集
団
は
別
と
し
て
、

一
般
の
青
年
を
対
象
と
す
る
狛
プ
ー
な
ど
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
参

加
者
が
同
様
な
社
会
参
画
志
向
を
も
っ
て
い
る
な
ど
と
い
う
同
質
集

団
が
形
成
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
不
気
味
で
あ
る
。 

 

付
言
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
で
は
、
同
じ
依
存
症
等
の
問
題
を
抱
え

る
者
同
士
が
自
立
や
社
会
復
帰
を
め
ざ
す
「
居
場
所
」
や
「
自
助
グ

ル
ー
プ
」
と
も
、
狛
プ
ー
は
性
格
を
異
に
す
る
。
狛
プ
ー
は
基
本
的

に
は
一
般
の
青
年
の
、
し
か
も
、「
自
由
な
プ
ー
タ
ロ
ー
の
心
」
の
価

値
を
認
め
る
者
た
ち
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
場
と
考
え
る
。 

 

以
上
の
前
提
の
う
え
で
、
本
稿
で
の
検
討
結
果
か
ら
、
私
は
次
の

よ
う
に
「
討
論
」
を
投
げ
か
け
た
い
。 

  

「
社
会
の
こ
と
は
あ
な
た
ま
か
せ
」
で
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
閉
鎖
さ

れ
た
仲
間
集
団
の
な
か
で
、
仲
間
以
外
の
他
者
を
「
風
景
」
と
し
か

感
じ
な
い
仲
間
と
い
く
ら
つ
き
あ
い
続
け
て
も
、
青
年
は
個
人
と
し

て
の
充
実
と
、
社
会
の
な
か
で
の
自
己
の
充
実
を
統
合
的
に
実
現
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

他
方
、「
社
会
に
役
立
つ
」、「
社
会
に
貢
献
す
る
」
有
為
な
人
材
に

な
れ
と
い
わ
れ
て
も
、
青
年
は
無
条
件
に
は
そ
れ
に
賛
成
し
か
ね
る

だ
ろ
う
。 

 

そ
の
点
で
、
狛
プ
ー
は
結
果
的
に
は
社
会
参
画
促
進
の
た
め
の
効

果
的
な
青
年
支
援
を
行
っ
て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、

目
的
的
に
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。 

 

わ
が
国
に
お
い
て
社
会
化
支
援
や
社
会
参
画
促
進
の
た
め
の
効
果

的
な
「
青
少
年
育
成
施
策
」
が
模
索
さ
れ
、
そ
の
政
策
形
成
過
程
や

世
代
間
合
意
過
程
へ
の
参
画
が
青
年
に
求
め
ら
れ
て
い
る
今
日
（
前

掲
「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」
）
、
狛
プ
ー
は
社
会
に
支
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
自
覚
に
基
づ
き
、
従
来
か
ら
発
揮
し
て
き
た
「
社
会
参
画

能
力
獲
得
支
援
機
能
」
を
「
狛
プ
ー
の
理
念
」
と
し
て
明
確
に
目
的

化
し
て
社
会
に
示
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。 
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「
青
少
年
育
成
施
策
大
綱
」
で
は
「
能
動
性
を
重
視
し
た
青
少
年

観
へ
の
転
換
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

 

青
少
年
の
社
会
的
自
立
を
促
進
す
る
た
め
、
保
護
・
教
育
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
意
見
を
も
ち
、
自
己
を
表
現
し
、
他

者
を
理
解
し
、
他
者
に
働
き
か
け
、
家
庭
や
社
会
の
た
め
に
自
ら

行
動
す
る
、
積
極
的
、
能
動
的
な
側
面
を
併
せ
も
つ
青
少
年
観
へ

の
転
換
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。
画
一
と
受
け
身
か
ら
自
立
と

創
造
へ
と
教
育
の
在
り
方
を
転
換
す
る
と
と
も
に
、
広
報
啓
発
を

進
め
る
な
ど
に
よ
り
、
能
動
性
を
重
視
し
た
青
少
年
観
や
そ
れ
に

基
づ
く
育
成
課
題
に
つ
い
て
普
及
を
促
進
す
る
。 

  

こ
の
よ
う
な
「
青
少
年
観
の
転
換
」
な
ど
、
多
く
の
青
少
年
に
と

っ
て
は
、
こ
の
文
面
を
読
ん
だ
と
し
て
も
ま
さ
に
「
風
景
」
に
す
ぎ

な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

し
か
し
、
狛
プ
ー
と
い
う
「
お
う
ち
」
で
、「
自
分
の
意
見
を
も
ち
、

自
己
を
表
現
し
、
他
者
を
理
解
し
、
他
者
に
働
き
か
け
る
」
能
力
を

培
っ
て
き
た
狛
プ
ー
参
加
者
は
、
き
っ
と
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

た
と
え
ば
、「
そ
ん
な
こ
と
な
ら
、
狛
プ
ー
で
は
や
っ
て
き
た
」
と
感

じ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

現
在
、
わ
が
国
で
は
、「
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
」
が
全
国
で
懸

命
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
大
部
分
の
と
こ
ろ
で
は
、「
社

会
参
画
能
力
獲
得
目
標
」
ま
で
を
も
明
確
に
位
置
づ
け
た
活
動
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
そ
う
だ
と
し
た
ら
、「
能
動
性
を
重
視
し
た
青
少
年

観
へ
の
転
換
」
に
は
ほ
ど
遠
い
、「
保
護
・
教
育
を
受
け
る
だ
け
」、「
画

一
と
受
け
身
」
の
青
少
年
観
に
と
ど
ま
り
、「
社
会
の
こ
と
は
あ
な
た

ま
か
せ
」
と
い
う
傾
向
を
固
定
化
す
る
結
果
に
陥
る
こ
と
さ
え
危
惧

さ
れ
る
。 

 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
あ
る
が
ま
ま
の
自
分
が
両
手
を
広
げ
て

歓
迎
さ
れ
る
サ
ン
マ
（
三
間
）
」
、
現
在
で
は
「
居
場
所
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
場
を
、
狛
プ
ー
は
先
駆
的
に
つ
く
り
だ
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
、
結
果
と
し
て
、「
社
会
参
画
能
力
獲
得
支
援
機
能
」
を
効
果

的
に
発
揮
し
て
き
た
。
そ
こ
で
支
援
し
て
き
た
能
力
獲
得
を
、
明
確

に
狛
プ
ー
の
理
念
、
目
的
と
し
て
打
ち
出
す
よ
う
私
は
本
稿
で
提
言

し
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、「
青
少
年
観
の
転
換
」
を
、
も
っ
と

確
実
に
、
よ
り
望
ま
し
い
方
向
で
実
現
す
る
た
め
の
展
望
を
、
狛
プ

ー
と
し
て
主
体
的
に
社
会
や
青
少
年
政
策
に
対
し
て
示
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
れ
は
、
狛
プ
ー
自
体
が
全
員
で
同
じ
社
会
参
画
活
動
を
し
よ
う

と
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
し
て
や
、
狛
プ
ー
に
参
加
す
る
た
め
の 

条
件
や
資
格
と
し
て
、
そ
の
目
的
に
賛
同
す
る
こ
と
を
「
踏
み
絵
」

と
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
目
的
化

す
る
の
は
、
「
能
力
獲
得
」
、
言
い
換
え
れ
ば
「
学
習
」
で
あ
り
、
そ

の
能
力
を
社
会
参
画
活
動
の
た
め
に
実
際
に
活
用
す
る
か
ど
う
か
は
、

個
人
の
今
後
の
自
己
決
定
に
ま
か
さ
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。 

 
そ
し
て
、
そ
こ
で
獲
得
さ
れ
る
「
能
力
」
と
は
、
先
に
ク
ド
バ
ス

の
表
に
示
し
た
と
お
り
、
多
く
の
青
年
が
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は

「
そ
う
い
う
能
力
な
ら
自
分
だ
っ
て
身
に
つ
け
た
い
」
と
思
っ
て
い

る
と
推
察
さ
れ
る
能
力
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、「
獲
得
能
力
」
の
明
示
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と
目
的
化
は
、「
青
少
年
の
社
会
参
画
」
を
青
年
の
主
体
的
参
画
に
よ

っ
て
促
進
す
る
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
る
。 

 

そ
の
実
現
の
た
め
、
狛
プ
ー
参
加
者
自
身
の
手
に
よ
っ
て
次
の
よ

う
な
作
業
を
進
め
る
よ
う
提
言
し
た
い
。 

 

① 

社
会
の
な
か
で
充
実
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
と
考
え
る

能
力
を
、
各
人
が
具
体
的
に
記
述
す
る
。 

② 

こ
れ
を
リ
ス
ト
化
し
て
、
構
造
的
に
把
握
す
る
。 

③ 

そ
こ
で
明
示
さ
れ
た
個
々
の
獲
得
能
力
目
標
を
確
実
に
達
成
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。 

  

そ
れ
ぞ
れ
の
月
ご
と
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
設
定
さ
れ
た
獲
得
能
力

目
標
達
成
に
向
け
て
目
的
意
識
的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
そ
の
達
成

度
も
目
標
が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
的
確
に
評
価

す
る
。
そ
の
評
価
を
次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
定
に
生
か
す
。 

 

た
だ
し
、
今
ま
で
の
「
明
る
く
、
楽
し
く
、
刺
激
的
」
と
い
う
狛

プ
ー
の
特
徴
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
主
体
的
な
目
標
達

成
は
基
本
的
に
楽
し
い
こ
と
で
あ
り
、
従
来
の
狛
プ
ー
の
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
参
加
動
機
の
明
確
な
、
よ
り
や
る
気
の
出
る
お
も
し
ろ

い
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
し
か
め
面
を
し
た
つ
ま

ら
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
と
い
う
結
果
に
は
つ
な
が
ら
な
い
は
ず

で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
「
自
分
の
た
め
に
や
っ
て
い
る
」

と
も
い
え
る
活
動
自
体
が
、
じ
つ
は
重
要
な
社
会
参
画
活
動
の
一
環

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
表
面

的
に
は
、
自
分
た
ち
が
獲
得
し
た
い
能
力
を
獲
得
す
る
と
い
う
活
動

に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
だ
ろ
う
が
、
狛
プ
ー
と
い
う
場
で
行
わ

れ
る
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
趣
味
的
な
同
一
目
的
の
サ
ー
ク
ル
活
動
以

上
の
社
会
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
義
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
社
会
参
画
活
動
が
、「
風
景
」
で
は
な
く
、
ま

し
て
や
社
会
や
大
人
の
側
か
ら
の
「
押
し
つ
け
」
で
は
な
く
、
身
近

で
、
自
然
で
、
や
る
気
の
出
る
、
ま
た
、
や
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

魅
力
的
な
活
動
と
し
て
、
ほ
か
の
青
年
た
ち
に
も
広
が
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
た
い
。 


